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あらまし：SNS上には有用な投稿記事と混在する形で，事実とは異なるフェイク記事が存在している．ユ

ーザは記事の真偽を見極めた上で SNS を利用することが望ましいが，経験が不足しているユーザにとっ

て容易ではない．本研究では，記事に対する他者の反応に注目したフェイク記事の見極め経験促進手法の

実現を目指す．本稿では，主に，投稿記事に対する他者反応を考慮した訂正記事の抽出について述べ，ケ

ーススタディについて報告する． 
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1. はじめに
SNS上に投稿された記事には，有用な記事だけで

はなく，事実とは異なる情報を含む記事（フェイク

記事）も少なからず存在しており，近年，フェイク

ニュースが社会問題の一つとなっている．閲覧者が

自ら記事の真偽を判断できることが望ましいが，経

験を必要とする．これに対して，フェイク記事を早

期に検出し，拡散を防ぐ研究（1）が報告されている．

この研究では，フェイクニュースの検出を補助する

記事へのコメントを生成することで早期にフェイク

記事を検出する．また，ディープラーニングを用い

たフェイクニュースの検出に関する研究（2）が報告さ

れている．この手法では，記事の内容とユーザの反

応，伝播するユーザの行動からフェイク記事を検出

する．しかし，これら既存システムの多くは，フェ

イク記事の収集や判定に主眼を置くものであり，閲

覧者に記事の真偽の見極めを経験させることは考慮

していない．

フェイク記事に対して有識者を始めとする第三者

が訂正を行っている記事を見ることで，フェイク記

事を疑う切っ掛けとなる場合がある．これら訂正記

事は有望な情報となりえるが，SNS上の膨大な数の

投稿の中から積極的にそれらの記事を発見するのは

容易ではない． 

本研究では，SNS上のフェイクの可能性がある記

事とそれに対する訂正記事を抽出し，他者反応と共

に視覚的に提示するシステムを開発する．これによ

り，ユーザがフェイク記事とその関連情報を現実的

に観察できるようにすることで，記事の真偽を見極

める経験の促進を目指す． 

2. 問題点と方針

2.1 問題点
本研究では，フェイクを疑う経験の獲得を阻害す

る問題点のうち，以下のものに焦点をあてる． 

（問題点 1）不特定多数によって SNSに投稿された

無数の記事の中から，真偽を疑うべきものを積極的

に見つけることは難しい． 

（問題点 2）フェイクの可能性がある記事のみを閲

覧するだけでは，記事の真偽を見極めることは難し

い． 

2.2 方針 
上記の問題点に対して，本研究では，まず，訂正

を表す語の出現状況の分析に基づいて，訂正記事と

フェイクの可能性がある記事のセットを抽出する手

法を開発する．次に，他者反応の分析に基づいて，

訂正記事として注目すべきものを選出する手法を開

発する（問題点 1への対応）．

次に，フェイクを疑うべき記事とその見極めの参

考となる情報を抽出し，対応づけて示唆するシステ

ムを開発する（問題点 2への対応）．

これにより，記事の真偽の見極めを現実的に経験

させる方法について，新たな可能性を示す． 

本研究では，多数の利用者より絶え間なく投稿が

なされていることに加えて，多くの記事がその真偽

に関わらず瞬時に拡散されることからその見極めの

必要性が高いと考えられる Twitterを対象とする． 

F2-2 

― 141 ―



 
図 1 フェイクを疑う経験の促進ための他者反応の提示 

 

3. 他者反応を考慮したフェイク記事の抽出 
本研究では，日本語で投稿されたツイートを対象

として，まず，フェイク記事に対して注意喚起や訂

正している記事を収集する．予め，フェイクを訂正

するために使用される頻度の高い単語をフェイク記

事訂正ワード群として設定し，それらが含まれるツ

イートをフェイク記事に対する訂正記事の一次候補

として収集する．次に各訂正記事候補に対する他者

反応としていいね数，リツイート数，フォロワー数

等の注目度合いを分析対象として用い，これらが一

定以上ある記事を訂正記事として抽出する． 

次に，抽出した訂正記事が訂正しているフェイク

の可能性がある記事を，記事内の IDと URLを用い

て辿ることで収集する．特に，投稿記事の引用リツ

イートによるものと，投稿記事に対して直接リプラ

イしているものを対象として収集する． 

フェイクの可能性のある記事とその訂正記事に返

信している周辺記事と他者反応を収集し，これらを

一つの記事群として，ユーザに視覚的に提示する． 

 

4. 見極め経験促進システム 
本システムは，ユーザの話題設定に応じてフェイ

クを疑うべき記事群を自動的に収集・蓄積する．収

集した記事群の分析に基づいて，フェイクの可能性

がある記事，訂正記事，および，それらを含む記事

群を視覚的に提示する（図 1）． 

記事の真偽を観察する際に，収集された記事を返

信関係に基づいてグループピングし，その一覧がユ

ーザに提示される．ユーザが，その中から観察する

ものを選択すると，システムはフェイクの可能性が

ある記事とそれに対する訂正記事をあわせて提示す

る．また，システムは，観察中の記事が含まれる記

事群の構造を視覚的に提示する．  

本システムでは，これら真偽判断の参考とする情

報の提示範囲や順番を設定することができる．提示

方法をユーザの経験度合等に応じてコントロールす

ることで，記事見極めの経験を促す．  

 

5. ケーススタディ 
5.1 実験概要 
他者の反応を考慮したフェイク訂正記事候補の抽

出に関する手順検証と課題抽出を目的としたケース

スタディを行った．本ケーススタディでは，まず，

フェイク情報訂正ワード群により，訂正記事候補を

収集した．具体的には，「ワクチン，コロナ，感染，

接種，PCR，オミクロン」に関する記事を 1 週間の

期間収集した．次に，他者の反応を表す要素として

いいね数，リツイート数，フォロワー数，リスト数

を分析した．訂正記事候補中の各記事について他者

反応が一定以上あった記事を訂正記事として抽出し

た．収集された訂正記事候補について 1つ 1つ目視

で確認し，訂正記事の正解データを作成した．最後

に，他者反応を考慮して抽出した訂正記事と正解デ

ータを比較し，一致状況を確認した． 

5.2 結果と考察 
まず，記事の収集から，訂正記事候補の抽出，注

目すべき訂正記事の選出まで一連の処理が概ね意図

通り行えることを確認できた． 

訂正記事抽出は，適合率 0.4 程度を得ることがで

きていた．今回のケーススタディは，他者反応とし

て 1つ要素のみを考慮する形による試行であり，有

望な結果と言える． 

今後は，分析に用いる他者反応を段階的に複合化

し，実践に繋がる精度の確保を図る． 

 

6. まとめ 
本稿では，ユーザのフェイクを疑う経験の促進を

目標として，Twitter上のフェイクを疑うべき記事と

それに対する訂正記事を抽出する手法，ケーススタ

ディについて述べた． 

今後は，プロトタイプを用いた実験を通して，情

報の提示方法と経験促進効果の兼ね合いを含めた検

証を進めたい． 
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